
 

議員とカダる会（議会報告会・意見交換会）報告書 

開催日時 令和５年５月 13 日（土） 14 時 00 分～16時 00 分 

開催場所 青森市民ホール 会議室 

会場責任者 工藤健 

記録者 村川みどり 

出席議員 
工藤健、木戸喜美男、小倉尚裕、柿崎孝治、山本武朝、相馬純子 

小熊ひと美、村川みどり 

参加者数 大学生８人参加 

報告内容  令和５年第１回定例会の主な出来事について 

意見交換内容 

（意見の要旨） 

 

 

 

 

 

  

〔青森市で働く/夢を叶える〕 

①青森市で叶えたい夢はなんですか。 

・（親）は公務員になってほしい 

・経営学部で学んでカフェを開きたい（新町に賑わいを） 

・いろいろな企業もイベントに参加して選択したい。 

（５月にインターンシップに参加する） 

・青森市で仕事がしたい 

・学生団体レスタ（30人）年５回のイベントを開いて人脈を作る 

・人と人とのかかわりのあるカフェを開くのが夢 

・青森市は世界一の豪雪都市なので、アクセスに困らない街に 

することが、活性化に結びつくと思う。 

・聴覚障害者が暮らしやすい青森市になってほしい 

（アナウンスとか、ドライブスルーとか、テキストとか） 

・フィンランドなどの福祉を学んでみたい。 

・働く場－エリア採用を促進してほしい 

・アナウンスの仕方が弱い。（面接に行く足代補助など） 

・青森市ってバリアフリー化されているの？ 

・アルバイトで稼いでもお金を使う場所がない。 

・自然を生かしたアミューズメントがほしい。 

・動物園とか外で触れ合える。 

・ロックフェスできる場所 

・市でやっていることをもっと知らせてほしい。 

・[three]などできて新しいお店ができて楽しい。 

・接客が好き（人と話す、販売だけでなく接客は好き） 

・東京出身だけど、青森の自然が好き 

・青森出身だけど、青森市が好き 

・ITシステム開発 



 

・商品開発 

・青森市を少しでも活性化できるような企画や事業がしたい。 

・伝統工芸品を使った商品開発をして、成功して起業したい。 

・家を建て、家族を持って安定した生活を送る。 

・ビジネスアイデアコンテストに出て、青森の発展に貢献したい。 

・将来的に地域に貢献したい。 

②そのために必要なことや青森市に望むことはなんですか。 

・地方から都会に出ていくのは仕方ないけど、子育てしやすい環境を 

PR して、県外の人が青森市に住んでもらえるようにすればいい 

・働き口がない。企業誘致が必要。 

・商品開発をしたら、それを周知してくれたり、若者に知ってもらう機

会を増やすことが必要。 

・東京出身だけど、また青森に帰ってきたい。青森は自然が魅力だし、

人が温かいところがいい。 

・短期的視点－ビジネスコンテストに出て 1位を取る。 

       （大学生のコンテストがあればいい） 

       挑戦する場がほしい。 

       地域貢献のために商品を作る。 

 長期的視点－青森市に残る。 

       選ばれる青森市にしたい。 

・青森の情報が少ない。 

・フィンランドに行って福祉を学び、すべての人が住みやすい街にし

たい。社会全体が必要としている。 

・大学生の手話の大会に出場したが、高校生の大会もあればいい。 

（手話をもっと広げるために） 

・カフェを開きたいが、人脈も必要だしできるのか？と言われる。 

親の意見に対して、乗り越える精神的な強さも必要。 

・国県の助成金や交付金の情報 

・人脈 

・JA が農業の指導をしているが、農家の要望を集約して、新しい農業

を創造していきたい。 

・ねぶた―観光が中心の街になっているが、豪雪都市として、雪の活用

（エネルギーにする）処理の仕方などの実験をする。 

記録者所見 誰も来ないのではないかと思っていましたが、蓋を開けてみたら 8 人

もの大学生が参加してくれました。どの学生も青森市のことを真剣に

考えていること、将来のことを模索している姿が印象的で、私たち議員

もたくさんも刺激をもらいました。 

※写真添付必須のこと 

青森市議会議長 様                      

 令和５年５月 31日 

  上記のとおり報告いたします。 

会場責任者 工藤 健          



 

（別紙） 

  

 

  

  

 


